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	モクズガニによる肺吸虫症食中毒

今年１０月に佐賀県において、「モクズガニの老酒漬」によってウエステルマン肺吸虫症食中毒が発生しました。大変珍しい集団発生事例ですので、その概要についてお知らせします。

事件の概要

平成16年10月、佐賀県唐津市のホテル内中華料理店で「モクズガニの老酒漬」を摂食した者が発熱、腹痛、咳等の症状を呈し、ウエステルマン肺吸虫症と診断された。

摂食者数114名（11月29日現在）、有症者数19名、患者数3名（医師の診断を受けたもの）。11月30日に佐賀県は当該飲食店を食中毒原因施設として行政処分をした。病因物質はウエステルマン肺吸虫。肺吸虫症としては多分、我が国において初めての食中毒事件扱い。

１．発生年月日    平成16年10月2日
２．原因施設      佐賀県唐津市  ホテル内中華料理店
３．原因食品      モクズガニの老酒（ラオチュウ）漬
４．病因物質      ウエステルマン肺吸虫（Paragonimus westermani）

５．施設利用者数  ２６０名（内91名は連絡先不明）

６．摂食者数      １１４名（11月29日現在）
７．有症者数      １９名
８．患者数          ３名（２名入院、血液検査でウエステルマン肺吸虫の抗体価陽性、医療機関において臨床症状と併せて診断）

９．摂食期間      平成16年9月10日から11月3日

                  （当該施設においてモクズガニの老酒漬を提供した期間）

10．モクズガニの遡り調査

           原因食品モクズガニを採取した東松浦郡の玉島川において、モクズガニ、サワガニ、カワニナ（巻貝）を採取してウエステルマン肺吸虫の確認検査をしたが、検出されなかった。なお、サワガニ１検体から宮崎肺吸虫を検出した。（モクズガニ：幼生期は海域、カニの形になり淡水域に上り生体になる、川を下り汽水域で交尾、産卵、孵化。雄は甲羅幅６cm以上になる）

11．ウエステルマン肺吸虫症の特徴
  １）感染源  日本では全国的に見られ、猪肉や淡水カニの生食による感染。終末宿主は、中間宿主であるモクズガニ、サワガニ、ザリガニを摂食する猪等の哺乳類。

  ２）症  状  哺乳類の腸内で成虫になり、腸壁から体内に侵入し発熱や腹痛などを起こし、肺に寄生した場合は咳、血痰、気胸、胸水、気管支炎及び肺炎を起こす。まれに脳に寄生した場合は頭痛、嘔吐、てんかん様発作、視力障害及び運動麻痺などを起こす場合もある。

  ３）生活史


12．対  策    モクズガニ、サワガニ、猪肉などは十分に加熱して摂食する（生食しない）。

13．同様な事例　　昭和59年北九州市の中華料理店において、「モクズガニの老酒漬」でウエステルマン肺吸虫症が発生し、19名が発症している。なお、食中毒事件として取扱われていない。

参考文献：佐賀県記者発表 平成16年11月30日 寄生虫（肺吸虫）による食中毒の確定について
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